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このようなことが  決まりましたこのようなことが  決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

　令和３年第３回議会定例会は、９月９日から
15日までの７日間の日程で開かれました。
　令和２年度決算の認定をはじめ、条例改正や町
道路線の廃止・認定、補正予算などの議案が提出
され、いずれも原案のとおり可決されました。
　内容は次のとおりです。

条例廃止・条例改正・表彰同意・推薦

令和２年度決算

●双葉町児童館使用料条例等の廃止
�双葉町児童館、双葉町青年婦人会館、双葉町ふれあい福祉会館について、東日本大震災に伴う
建物被害調査結果及び建物の経年劣化を踏まえ、それぞれの用途を廃止するための条例の廃止

●�双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基
づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改正されたことか
ら、関係条文を整備するための一部改正

●双葉町個人情報保護条例の一部改正
行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律が改正されたことか
ら、関係条文を整備するための一部改正

●双葉町手数料徴収条例の一部改正
�個人番号カード再交付手数料の徴収事務について、地方公共団体情報システム機構から市区町
村長に委託されることになったため、同規定を削除するための一部改正

●双葉町児童厚生施設条例の一部改正
双葉町児童館の用途廃止に伴い、双葉町児童厚生施設条例から児童館を削除するための一部改正

●双葉町議会会議規則の一部改正
議会議員の本会議欠席事由として、傷病や育児、介護等を追加し、産前・産後の欠席すること
ができる期間を定めるほか、議会への請願手続きについて押印義務を見直し、署名又は記名押
印に改めるための一部改正

●双葉町特別功労表彰の同意
　・清川　泰弘氏　�双葉町議会議員として長年にわたり、その職責を果たし地方自治の発展に寄与
　・佐々木清一氏　�双葉町議会議員として長年にわたり、その職責を果たし地方自治の発展に寄与

●人権擁護委員の推薦
北崎周子氏を推薦するにあたり議会の意見を求めるもの

【一般会計・特別会計決算】

歳　入　292億　897万　902円
歳　出　273億2,801万1,280円
差　引　 18億8,095万9,622円

　令和２年度決算は左記のとおり認定され
ました。
　詳しい内容は、「広報ふたば11月号」４～
５ページをご覧下さい。
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このようなことが  決まりましたこのようなことが  決まりました

このようなこと が決まりましたこのようなこと が決まりました

第３回
定　例　会
９月９日～15日

　双葉駅西側第一地区一団地の復

興再生拠点市街地形成施設事業用

地対償地として、双葉町大字長塚

字原田地内の土地5,999.32㎡を取

得するため

山本眞理子氏（新山）　　　　　　　　　　　　　

任期：令和３年10月１日
　　　～令和７年９月30日

対償土地の取得

　双葉駅西側第二地区一団

地の復興再生拠点市街地形

成施設事業用地として、双

葉町大字長塚字深谷地内の

土地5,464㎡を取得するため

土地の取得

【人事】　双葉町教育委員会委員

総　務　費　住宅清掃費補助金　　　　　　　　   900万円
農林水産業費　営農再開支援事業補助金　　　   662万６千円
商　工　費　双葉駅東地区測量業務委託料　    522万８千円
土　木　費　前田・長塚線測量設計業務委託料　1,000万円
消　防　費　消防団屯所設計業務委託料　　　　　920万円
　　　　　　　消防団屯所整備に係る用地費　　　2,000万円

主な補正予算

町道路線の廃止

　中浜地区海岸防災林事業及び福島県復興祈念公園整備事業に伴い、町道路線を整理するため道
路法第10条第１項の規定に基づき廃止するもの

路線
番号 路線名

起　点
総延長

終　点

318 西川原線
大字中浜字西川原81番１地先　から

362.7ｍ
大字中浜字本町15番１地先　　まで

町道路線の認定

　復興シンボル軸整備に係る県道長塚請戸浪江線の町道移管に伴い、道路法第８条第１項の規定
に基づき町道路線に認定するもの

路線
番号 路線名

起　点
総延長

終　点

115 寺内前・森合橋線
大字長塚字寺内前107番１地先　から

1951.8ｍ
大字両竹字農師町195番３地先　まで
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●�石熊橋（下部工）橋梁災害復旧工事請負契約　　　
　　相手方：田中建設株式会社
　　金　額：7,480万円

●�前田川１号雨水幹線樋管部改修工事請負契約
　　相手方：田中建設株式会社
　　金　額：１億120万円

●�マンホールポンプ更新等工事請負契約
　　相手方：新明和工業株式会社
　　金　額：8,800万円

●�備品購入契約（個人用電子式線量計）
　　相手方：植田電機株式会社
　　金　額：3,080万円

　双葉町と富岡町との間において下水道

事業に関する事務の一部を委託すること

について、規約を定めるもの

　●委託者：双葉町

　●受託者：富岡町

【委託する事務の一部】

　下水道事業にかかる事務のうち、汚水

処理の過程で生じる汚泥の脱水に関する

事務

双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算及び双葉町一般会計・特別会計歳入歳出決算及び
基 金 運 用 状 況 に 関 す る 意 見 書基 金 運 用 状 況 に 関 す る 意 見 書

【総合審査意見】
　令和２年度双葉町一般会計並びに特別会計の審査につ
いては、予算執行状況は適正と認められました。
　一般会計並びに特別会計について、歳入決算総額は、
前年度に比べ50億7,926万3,227円（14.8％）の減、歳
出決算総額は、52億2,018万8,853円（16.0％）の減となっ
ています。不納欠損額については、一般会計、特別会計
ともにありませんでした。収入未済額は10億589万7,433
円です。
　財政健全化指標のうち、実質公債費比率は5.6％（３ヵ年平均）で、早期健全化基準の25％を大幅に下
回り、前年度より1.3ポイント改善しています。
　基金は、前年度より28億7,465万405円増加し、現在高は729億634万2,770円となっています。町の
復興を推進していく財源として、後年度の財政負担軽減のためにも、今後も適切かつ効率的な運用に努め
ていただきたい。　
　各事業において、その多くが国、県から交付される依存財源により執行されており、徐々に補助金削減
の意向が提示され、その対応を迫られております。国、県への補助金継続の要望と並行し、今後の自主財
源のシミュレーションを行い、人員確保を計画的に進めていただきたい。特に、技術系の職員が不足して
いるように見受けられます。
　また、昨年度の審査意見書にもありますが、双葉町役場いわき事務所の入退庁記録簿を確認したところ、
深夜、又は早朝まで残業している職員が散見されました。身体的・精神的負担を考慮し、労働時間の管理
徹底をお願いいたします。

令和３年９月
双葉町監査委員　石　川　雄　彦
双葉町監査委員　作　本　信　一

委託の協議契約の締結
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議 員 発 議
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及
ぼしており、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避け
られない厳しい状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、
デジタル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、こ
のためには、地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、
強く要望する。

記
１�　令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」において、
令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に
伴い社会保障関係経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十
分な総額を確保すること。
２�　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。
また、生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例
措置は、本来国庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に
終了すること。
３�　令和３年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調
整措置については、令和３年度限りとすること。
４�　令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更
なる延長は断じて行わないこと。
５��　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分するこ
と。
令和３年９月15日　　　　　

福 島 県 双 葉 町 議 会
　　　　
（提出先）　��衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、
　　　　　経済再生担当大臣

委 員 会 調 査 報 告
産業厚生常任委員会 準備宿泊に向けた町の取り組みに関する調査（6月24日、7月16日、8月3日）

【調査目的】

　令和４年の年はじめに準備宿泊が開始されることか
ら、復旧・復興のスケジュールに対して、無理なく、安全・
安心が保たれた上で、希望する多くの町民が実施可能
であるかを確認することを目的とし調査を実施

【委員会提言】
①�住民の準備宿泊意向調査に合わせた迅速なインフラ整備の実施
②放射線防護に関する柔軟な対応の実施
③防犯における緊急連絡及び体制整備
④緊急連絡先一覧の作成及び周知
⑤準備宿泊における問い合わせ窓口の設置

委 員 長：山根　辰洋
副委員長：作本　信一
委　　員：岩本　久人　　高萩　文孝
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9月定例会の採決状況9月定例会の採決状況
件　　　名 議決結果

令和２年度双葉町一般会計継続費精算の報告について 報 告

双葉町児童館使用料条例等の廃止について 可 決

双葉町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律に基づく
個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正について 可 決

双葉町個人情報保護条例の一部改正について 可 決

双葉町手数料徴収条例の一部改正について 可 決

双葉町児童厚生施設条例の一部改正について 可 決

町道路線の廃止について 可 決

町道路線の認定について 可 決

宮ノ脇・森合線（森合橋）災害復旧工事の施工に関する協定の一部変更について 可 決

石熊橋（下部工）橋梁災害復旧工事請負契約の締結について 可 決

前田川１号雨水幹線樋管部改修工事請負契約の締結について 可 決

マンホールポンプ更新等工事請負契約の締結について 可 決

個人用電子式線量計購入契約の締結について 可 決

対償土地の取得について 可 決

土地の取得について 可 決

双葉町と富岡町との間における事務の委託に関する協議について 可 決

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて 同 意

双葉町特別功労表彰の同意を求めることについて 同 意

令和３年度双葉町一般会計補正予算（第２号） 可 決

令和３年度双葉町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可 決

令和３年度双葉町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号） 可 決

令和３年度双葉町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決

令和３年度双葉町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可 決

令和２年度双葉町一般会計決算の認定について 認 定

令和２年度双葉町国民健康保険特別会計決算の認定について 認 定

令和２年度双葉町公有林整備事業特別会計決算の認定について 認 定

令和２年度双葉町公共下水道事業特別会計決算の認定について 認 定

令和２年度双葉町介護保険特別会計決算の認定について 認 定

令和２年度双葉町後期高齢者医療特別会計決算の認定について 認 定

双葉町教育委員会委員の任命について 同 意

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任答申

双葉町議会会議規則の一部改正について 可 決

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書案 可 決
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一般
質問

　一般質問とは、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に対し
事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信をただ
すものです。
　ここでは９月定例会に行われた一般質問の中で、特に注目した
い質問を取り上げます。

町政町政にに切切りり込込む !む !

【 菅野 博紀 議員 】

１．双葉町の家屋解体・除染について

２．補償・賠償について　

３．双葉町の復興について

注目

【 山根 辰洋 議員 】

１．町復興計画の進捗状況について

２．帰還困難区域の除染方針について　注目
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償
に
つ
い

て
も
被
害
者
の
実
態
に
即
し

た
賠
償
請
求
に
向
け
た
支
援

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

再
質
問

　

中
間
指
針
に
よ
る
賠
償
は

一
律
賠
償
で
あ
っ
て
、
個
々

の
被
害
の
実
情
に
合
っ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
低
限
の
取
り
組
み
は
国

で
責
任
を
持
っ
て
や
る
べ
き

と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

町
と
し
て
も
、
賠
償
に
つ

い
て
は
納
得
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

原
子
力
賠
償
紛
争
審
査
会

に
お
い
て
も
、
毎
年
双
葉
町

の
現
状
を
視
察
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
申
し
入
れ
た
う
え

で
、
町
の
特
殊
事
情
を
踏
ま

え
た
賠
償
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
い
た
だ
き
、
中
間
指

針
見
直
し
の
申
し
入
れ
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

被
災
者
の
代
表
と
し
て
声

を
上
げ
続
け
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
お

り
ま
す
。

答 問
政
策
的
支
援
と
し
て
新
・
生
活
サ
ポ
ー
ト
交
付
金
の
交
付
を

進
め
る
と
と
も
に
国
へ
の
要
望
、
東
電
へ
の
要
求
は
続
け
る

い
ま
だ
避
難
生
活
が
続
い
て
い
る
が
、

町
と
し
て
補
償
・
賠
償
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
問
う

菅野 博紀 議員

＜菅野議員のその他の質問（概要）＞
家屋解体・除染について
質　問：�特定復興再生拠点区域外の家屋解体・除染計画を

問う。
答　弁：�除染手法や範囲、スケジュールなどについて国か

らの協議に応じていく。
再質問：�石熊行政区からの要望書に対し町として取り組むか。
答　弁：�皆さんの納得のいくような取り組みをしていく。

復興について
質　問：�令和４年春頃の帰還目標で何世帯何人が戻る予定

か。生活に必要な施設がいつできるのか。
答　弁：�避難指示解除５年後の目標人口2000人。施設につ

いては町民の皆さんの帰還からあまり遅れないよ
う整備を進める。

再質問：�令和４年春頃の帰還は間に合わないのではないか。
答　弁：�第２期復興創生期間（５年）を踏まえ目標を設定

している。
動画でも視聴可能です。
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質
　
問

　

東
日
本
大
震
災
復
興
加
速

化
の
た
め
の
第
10
次
提
言
が

示
さ
れ
、
そ
の
中
で
帰
還
困

難
区
域
の
除
染
に
関
す
る
方

針
も
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
全

面
除
染
と
い
う
地
元
の
希
望

と
乖
離
す
る
部
分
も
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

町
と
し
て
は
、
町
全
域
の

除
染
と
避
難
指
示
解
除
を
こ

れ
ま
で
も
国
に
求
め
て
お

り
、
同
様
の
要
望
を
８
月
末

に
行
い
ま
し
た
。

　

国
に
お
い
て
も
「
将
来
的

に
帰
還
困
難
区
域
の
す
べ
て

を
避
難
指
示
解
除
し
、
復

興
・
再
生
に
責
任
を
持
っ
て

取
り
組
む
決
意
に
揺
ら
ぎ
は

な
い
」
と
し
て
い
ま
す
。
避

難
指
示
解
除
と
い
う
ゴ
ー
ル

に
至
る
道
筋
は
示
さ
れ
ま
し

た
の
で
そ
こ
に
向
か
っ
て

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

再
質
問

　

町
に
関
わ
る
方
た
ち
の
多

角
的
な
声
を
取
集
す
る
た
め

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
う
こ

と
、
町
独
自
の
除
染
方
針
を

示
す
こ
と
へ
の
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

町
長
答
弁

　

こ
れ
ま
で
も
帰
還
困
難
区

域
を
抱
え
る
５
つ
の
自
治
体

に
お
い
て
全
域
避
難
指
示
解

除
の
取
り
組
み
を
し
て
い
る

こ
と
も
踏
ま
え
、
今
後
も
継

続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
染
、
解
体
、
避

難
指
示
解
除
に
関
し
て
は
国

の
責
任
に
お
い
て
や
る
べ
き

も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

再
々
質
問

　

自
宅
立
入
の
許
可
制
を
早

期
に
解
消
す
べ
き
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
事
故
収
束
、
復

旧
、
復
興
の
定
義
を
明
確
に

す
る
よ
う
、
国
と
協
議
す
べ

き
と
思
い
ま
す
が
。

町
長
答
弁

　

国
・
行
政
は
住
民
の
安
全

安
心
、
生
命
、
財
産
を
守
る

こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
責
任

問
題
に
も
関
わ
る
こ
と
で
も

あ
る
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
折
り
合
い
を
つ
け

る
こ
と
だ
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

事
故
収
束
、
復
旧
、
復
興

の
定
義
に
つ
い
て
は
考
え
方

が
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
法
律
な
ど
が
変
わ

り
、
双
葉
町
が
戻
れ
な
い
状

況
か
ら
戻
れ
る
状
況
に
変

わ
っ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

自
分
た
ち
が
戻
り
た
く
な

る
イ
メ
ー
ジ
を

持
っ
て
魅
力
あ

る
町
を
作
っ
て

い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま

す
。

＜山根議員のその他の質問（概要）＞
質　問：町復興計画の進捗について
　　　　�進捗状況、今後の進め方、計画への町民意見の反映方法

等を問う。
答　弁：�双葉町復興まちづくり計画推進会議を設置し、改正案の

作成に取り組んでおり、進め方については復興町民委員
会等を開催し、幅広い世代の意見をいただきたいと考え
ている。

再質問：�稼働企業ヒアリング、柔軟な予算執行、ハードとソフト
を見据えた発想、被災自治体の広域的な情報収集につい
て問う。

答　弁：�稼働企業からアドバイスを受けている。予算の柔軟な執
行、人とのつながり、コミュニティ形成を含め計画内容
を議論する。また、女川町の復興担当職員の派遣を受け、
協力をいただいている。

答 問
国
と
し
て
「
将
来
的
に
帰
還
困
難
区
域
の
す
べ
て
を
避
難
指
示
解
除
し
、

復
興
・
再
生
に
責
任
を
持
っ
て
取
り
組
む
」
と
し
て
い
る

帰
還
困
難
区
域
の
除
染
方
針
が
示
さ
れ
た
が
、

全
面
除
染
と
乖
離
す
る
部
分
が
あ
る
と
思
う
が
い
か
が
か

山根 辰洋 議員

動画でも視聴可能です。
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　福島市「とうほう・みんなの文化センター」
において、県内町村議会議員を対象とした研
修会が行われました。

【研修内容】
　〇�議会改革・地方自治関係について（課題）
　　　早稲田大学マニフェスト研究所

事務局長　中　村　　健　氏　　　　　　　

　〇今後の政局・政治の行方
ジャーナリスト　長谷川　幸洋　氏

福島県町村議会議員　研修会福島県町村議会議員　研修会　10月20日　10月20日

　双葉町いわき事務所において、下記説明事項
に関する全員協議会を開催しました。

【説明事項】　
　○�ふるさとの帰還に向けた準備のための宿泊
について

　　　説明者：住民生活課
　○�帰還困難区域の復興・再生に向けた政府の
取り組みについて

　　　説明者：内閣府　原子力災害対策本部
　○�ALPS処理水の海洋放出方針について
　　　説明者：�経済産業省及び東京電力ホール

ディングス㈱

全員協議会全員協議会　10月7日　10月7日

○�双葉町仮設庁舎建設工事請負
契約の締結について
　　⇒原案可決

○�令和３年度双葉町一般会計補
正予算（第３号）
　　⇒原案可決

令和3年第3回議会臨時会令和3年第3回議会臨時会　10月28日　10月28日

【第３回臨時会の様子】

【研修会の様子】

【全員協議会の様子】
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　原子力損害賠償紛争審査会による双葉町内
現地視察が行われ、全町避難を強いられ10年
７ヵ月が経過した今も避難を余儀なくされてい
る現状を説明したのちに、双葉町産業交流セン
ターにおいて要望書を手交しました。

【要望書の主な内容】
・中間指針の見直し
・審査会への被害者側の出席
・継続している損害への賠償

原陪審　視察・要望書手交原陪審　視察・要望書手交　11月1日　11月1日

○締結式　�10月８日
　　　　　双葉町産業交流センターにて

○相手方　株式会社ＮＴＴドコモ東北支社
○目　的　�５Ｇ（第５世代移動通信システム）

を含むＩＣＴを活用したまちづくり

○内　容　�学びやコミュニティ、観光、なりわ
いなど多様な分野で「未来につなが
る持続可能なまちづくり」の実現を
目指す

○締結式　�10月28日　双葉町産業交流センターにて

○相手方　�よい仕事おこしフェア実行委員会
　　　     　　会員数　あぶくま信用金庫
　　　     　　　　　　城南信用金庫　ほか31信用金庫

○目　的　�まちづくりにおける地域活性化と産業振
興を目指し相互連携を図る

○内　容　�・�創業支援･雇用促進などの中小企業支援
　　　　　�・観光交流人口拡大や移住・定住促進
　　　　　�・�地域特産品の創出や販路拡大など地域

産業振興
　　　　　・地域や暮らしの安全・安心と災害対策

双葉町とよい仕事おこしフェア実行委員会による包括的連携に関する協定

ＩＣＴ を活用した持続可能な町づくりに関する連携協定

連携協定締結式連携協定締結式　10月8日・10月28日　10月8日・10月28日

【要望書手交の様子】

【ＮＴＴドコモとの協定締結】

【よい仕事おこしフェア実行委員会との協定締結】
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本
年
よ
り
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に
携

わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
議

会
だ
よ
り
を
通
し
て
町
の
動
き
を
皆
様

に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

現
在
、
町
で
は
２
０
２
２
年
の
準
備

宿
泊
、
そ
し
て
特
定
復
興
再
生
拠
点
区

域
内
の
避
難
指
示
解
除
に
向
け
て
、
生

活
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
準
備
宿
泊

は
故
郷
へ
の
愛
着
を
再
確
認
で
き
る
機

会
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
で
、
不
自
由
な
生
活
を
強
い
ら
れ

ま
し
た
が
、
来
年
こ
そ
は
元
通
り
の
生

活
が
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
そ
し
て
良
き

新
年
を
迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
議
員
一

同
、
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。   （
作
本
）

【
編
集
委
員
会
】

　
　
　

委 

員 

長　

石
田　
　

翼

　
　
　

副
委
員
長　

山
根　

辰
洋

　
　
　

委　
　

員　

小
川　

貴
永

　
　
　

委　
　

員　

作
本　

信
一

編
集
後
記

議
会
の
う
ご
き

９ 

月

２
日　

議
会
運
営
委
員
会
・
議
会
全
員
協
議
会

９
日
～
15
日　

令
和
３
年
第
３
回
双
葉
町
議
会
定
例
会

10 

月

６
日　

�

双
葉
町
村
議
会
議
長
会
に
よ
る
大
島
理
森
衆
議
院

議
長
訪
問
及
び
自
由
民
主
党
東
日
本
大
震
災
復
興

加
速
化
本
部
へ
の
要
望
活
動

７
日　

議
会
全
員
協
議
会　

８
日　

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
の
連
携
協
定
締
結
式

10
日　

萩
生
田
経
済
産
業
大
臣
町
内
視
察

15
日　

�

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
㈱
要
求
書
及
び

中
央
省
庁
要
望
活
動

16
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

19
日　

双
葉
郡
並
び
に
楢
葉
町
戦
没
者
追
悼
式

20
日　

福
島
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

21
日　

西
銘
復
興
大
臣
来
庁

23
日　

町
立
ふ
た
ば
幼
稚
園
・
小
中
学
校
栴
檀
祭

28
日　

令
和
３
年
第
３
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

�
よ
い
仕
事
お
こ
し
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会
と
の
連
携

協
定
締
結
式

11 

月

１
日　

浅
野
撚
糸
株
式
会
社
地
鎮
祭

　
　
　

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審
査
会　

町
内
視
察

３
日　

双
葉
町
表
彰
式

15
日　

双
葉
町
仮
設
庁
舎
建
設
工
事
安
全
祈
願
祭
・
起
工
式

26
日　

双
葉
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合
議
会
定
例
会

30
日　

議
会
全
員
協
議
会

特 別 功 労 表 彰 受 賞特 別 功 労 表 彰 受 賞

佐
々
木　

清
一

佐
々
木　

清
一    

様様

双
葉
町
議
会
議
員

双
葉
町
議
会
議
員

2121
年
在
職

年
在
職

清
川　

泰
弘

清
川　

泰
弘    

様様

双
葉
町
議
会
議
員

双
葉
町
議
会
議
員

2525
年
在
職

年
在
職

双葉町議会事務局
電話:0246-84-5200
FAX:0246-84-5212
メールアドレス:
gikai@town.futaba.fukushima.jp

議会だよりへの議会だよりへの

ご意見 ･ご感想ご意見 ･ご感想
をお寄せください。をお寄せください。

　11月３日に挙行されました令和３年度双葉町表彰式において永年にわたり自治
の発展に貢献された功績が認められ特別功労者として表彰を受けられました。


